





















































































































































































































































































































































































































































































































語」（programming	 language）が「英語」と同様、弱肉強食（ the	 law	of	 the	
jungle）の様相を呈している以上は、これらを抜きにした「大学教育」は、教養
教育も専門教育も含めて、現実乖離であろうし、現実逃避の誹りを免れないであ
ろうから、このような要請も踏まえつつ、これらを広義の「言語教育」の一環と
して捉えることも必要であろう。
　もちろん、このような行為が今から、もう110年以上も前（明治三十九年→1906
年）に、これまた夏目漱石が『文学論』の序において吐露した「寂寞（せきばく）
の感」や、あるいは「英文学に欺かれたるが如き不安の念」に陥らざるをえないの
は、必定であるとしても――である。なぜなら、それは私たちが150年来、延々と
選択し、いまだに繰り返している「皮相上滑りの開化」（『現代日本の開化』）の、
現時点における到達点でもありえたからであり、このような「言語道断の窮状」に
対して、もし夏目漱石が提示した結論（「涙を呑んで上滑りに滑って行かなければ
ならない」）以外の結論があるとすれば、それを提起することは喫緊の、私たちの
「教養」以外の何物でもなかったはずである。が、それを期待するのは、残念なが
ら、このようにして「長い物には巻かれろ」式の教育が罷り通っている、現在の大
学教育には、土台、無い物ねだりの話であろう。何とも、辛い話である。
　８
　最後に、これまで本稿が論（あげつら）ってきた「教養教育」の、その中核で
ある「教養」という語について、いささか補足的な考察を加えることで、この
「和歌山大学教養教育論」は幕を引くことにしたい。……まず、この語が今から
100年ほど前に、一方に英語の「カルチャー」（culture）を、一方にドイツ語の
「ビルドゥング」（Bildung）を、それぞれ原型（ original＝実物）とする模型
（copy＝複写）として誕生したことは、すでに触れた通りである。その意味に
おいて、この語は日本語としては歴史の浅い、近代的な日本語（すなわち、翻訳
語）であることを、あらかじめ私たちは理解しておく必要がある。事実、例えば
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日本最初の哲学辞典（『哲学字彙』）にも、明治十四年（ 1881年）版から基本的
に、すべてcultureの訳語は「修練」であり、いまだ明治四十五年（1912年）版
に至っても、そこにBildungの訳語も含めて、まったく「教養」の文字は姿を見
せていない。
　この事実を、私たちは蔑（ないがしろ＝無代）にしてはならないし、翻れば、
このような事実を誤認して、あたかも「教養」という語が歴史の深い、大正時代
以前に遡りうる語であるかのように錯覚し、その幻影に惑わされ、これを後生大
事に守り続ける――いわれもない訳である。ちなみに、このような100年程度の、
ごく浅い歴史しか所有していないのが、そもそも「日本語」と呼ばれる言語で
あって、それは単に「教養」という語に限られた話ではない。その点、私たちが
「大学教育」の根幹に「言語教育」を置き、これを一種の「コミュニケーション
教育」や「リテラシー教育」として捉え、なおかつ、その駆動力を「日本語力」
という「言語力」に求めるとしても、そこには「日本語」成立以前の、より古い
「日本語力」が要求されるし、その一方で、また「日本語」成立過程の、言って
みれば、追体験ともなる「翻訳語力」が「外国語力」という形で、補われざるを
えない。
　要するに、このようにして私たちが「日本語力」を身に付けようとした途
端、そこには「日本語力」を補い、強め、高めるための「外国語力」（ foreign	
language	ability）と、さらには「古典語力」（classical	language	ability）が、不
可欠のものとして浮かび上がってくる。そして、このようにして跡付けると、
おそらく「教養」とは最終的に、これまで延々……この日本という国が試行錯誤
（ trial	and	error）を繰り返しながら、取り組み続け、産み出してきた「文化」
の総称でもあれば、その言い換えでもあり、それを差し当たり、混成文化や雑種
文化や、あるいはクレオール（creole）文化と、どのように呼んでも構わないけ
れども、いずれにしても「教養」という語の歴史は浅く、それにも拘らず、この
語の背後に横たわる、この「教養」（カルチャー）という「文化」（カルチャー）
の営みと、その苦闘の歴史は甚だ深い、という事実は見逃されてはならないであ
ろう。
　その点、このような事実を踏まえつつ、和歌山大学が「大学教育」や、ひいて
は「教養教育」や「専門教育」を捉え、かてて加えて、あの「三つのポリシー」
（＝ディプロマ・ポリシー＋カリキュラム・ポリシー＋アドミッション・ポリ
シー）の中核となる、それぞれの大学の「個性」や「特色」を発揮し――なお
25 ◆
かつ、その延長線上に「教養教育」や「教養科目」の何たるかを、考えようと志
（こころざ＝心指）すのであれば、それは「リベラル・アーツ」の唱える「自
由」を、より先鋭化することにならざるをえない。なぜなら、もともと「リベラ
ル・アーツ」を日本語に置き換えると、そこには目下、逐語的に「自由学芸」と
いう語（すなわち、翻訳語）が宛がわれることになるのであるが、この語の含意
する「自由」という事態は、これまで世間への追随や盲従の中から産み出された
例（ためし）はなく、その逆に、それらへの批判や抵抗をこそ、必要とするもの
であったから。
　ところが、困ったことに多くの日本人は、それどころか、いわゆる大学人（＝
教員＋職員＋学生）の多くは、この「自由」という語の正体を、いまだに理解し
ていないのではあるまいか、という危惧が生じるのであるから、情けない話であ
る。すなわち、この「自由」という語がヨーロッパの、とりわけキリスト教世界
において辿った歴史と、その変遷を問い質すことなく、ただ翻訳語として、これ
を受け容れ……ましてや、この語が単なる我儘や放埓を指し示しかねない、は
なはだ幼稚な精神の風土の中で、このようにして「自由学芸」を考え直すことほ
ど、困難な事態は存在していないのかも知れない。その意味において、目下、そ
れぞれの大学が独自に、それぞれの大学に固有の目的と、その使命の公開を義務
づけられている訳であるから、この場で最後に、これを「教養教育」の立場から
作成してみると、次のような試案も許容されるであろうか。ご一読を願えれば、
有り難い。
（国立大学法人和歌山大学が設置する）和歌山大学は、和歌山県下、唯一の国立
大学として、遍く世界に通ずる学術文化の拠点であると共に、何よりも地域を志
向し、地域と融合する大学であるべく、地域の発展に寄与する学術研究を推進
し、地域の創成を牽引する人材を育成することを目的とする。そして、そのため
に全学を挙げ、本学の構成員（＝学生＋職員＋教員）が相互に、知を愛し、学
び、問う悦びを共有し、これを教養教育（＝人間教育）と専門教育（＝職業教
育）の両輪を通じて具体化し、具現化することに努める。また、さらに和歌山大
学は、このような教育を介して人間の、人間らしい知性と感情と意志を培うこと
に邁進し、国際社会においても地域社会においても、その未来のために尽力し、
貢献する、有為な人材を広く、世に送り出すことを使命とする。
